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論文内容要旨（甲）
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験2と同様に 1回換気量を随意的に固定した。 l回換気量は、 100%fRR、
125%fRR、150%fRRの実験時に得られた大きさとした。
呼吸数を安静時より少ないレベルで随意的に固定した場合、 l回換気量
は非随意的に調節され、 FETC02は維持された（実験 1)。しかし、呼吸数
を多いレベルで回定した場合（実験3）、l回換気量は非随意的でもFETC02
は低下した。 l回換気量を固定して呼吸数を非随意的とした場合（実験2、
4）、いずれもFETC02は低下した。つまり l回換気量が固定されると、呼
吸リズムの調節だけではC02ホメオスターシスを維持できない。呼吸数が
少ないレベルで固定された場合にはl回換気量の変化だけでC02ホメオス
ターシスを維持できるが、呼吸数が多いレベルで固定されると維持できな
い。
覚醒時において、呼吸リズム単独ではC02ホメオスターシスを維持でき
ない乙とを示した。呼吸リズムが非代謝性因子の影響を受けやすいためと
考えられる。
